
【辻本一二夫君の手記】 

 生き残った人たちが、運動場に木を集めてきて、 

 そこでたくさんの死骸を焼いた。 

 兄さんも焼かれた。お母さんも、見る見るうちに骨になって、 

 オキの間から下へぽろぽろ落ちた。 

 僕は、泣きながら、じっとそれを見ていた。 

 

 どうかした時に、フッとあの時のことを思い出す。 

 火の中に、ボーッとお母さんの顔が見えてくる。 

 ほかの子どもが、そこの所を足で踏んで歩くのを見ると、 

腹が立つ。 

 運動場に出るたびに、僕はあの日を思い出す。 

 運動場は懐かしい。そして、悲しい。 

                                                      

     

 

 

 

                                                     

 

 

 

 １２年前の明日、東日本大震災がおこりました。あれから１２年、風化させてはならないで

きごとです。 

あの年、私は飯豊中学校で３年生の学年主任をしていました。入試も終わり、みんな晴れ晴

れとした顔で、卒業式に向けての活動を始めていました。掃除が終わったときです。経験した

ことのない激しい揺れ。３階だったこともあるのでしょう。ぐらぐらという言葉では足りない

ような揺れでした。学習センターの机の下に潜って泣き叫んでいる女の子たち。収まったと思

っては繰り返される激しい揺れ。飯豊町の半分は停電しました。寒い中で暖も取れず、繰り返

される余震におびえながら過ごした夜。ようやく映ったテレビに映し出されたのは、福島第一

原発から炎が出ている映像でした。南三陸出身の同僚は、家族と連絡が取れないと泣いていま

した……。あの年、簡素化はしましたが、それでも、全員で卒業式を迎え、巣立つことができ

た子供達は幸せでした。 

 

当時 仙台にいたという人からお話を聞いたことがあります。亡くなった家族の亡きがらを

見つけてもらった人が「ありがとうございます。」と言ったこと、小さな男の子の冷たくなった

亡きがらを温めたくて、ずっと抱いて

いた女の人のこと。被災３県では、毎

月の月命日に語り部の会などを行って

います。行方不明になった方を探し続

けている人もいるそうです。命はもう

あきらめていたとしても、せめて亡き

がらだけでも帰ってきてほしいと思う

のは、家族として当然の思いです。冷

たい土の下で寂しい思いをしているの

ではないか、手元に帰ってきて欲しい、

供養したい…･･･復興は進みました。け

れども、被災した方達の苦しみがなく

なったわけではないのです。 

右に載せた文章は、「この子たちの

夏」という朗読劇の中の手記です。この朗読劇は、原爆で我が子を失った母親や、母を失った

子どもがつづった手記を、６人の女優が朗読する舞台です。 

 

 天災、戦争、疫病……自分の力ではどうにもならないことで命を失った方はたくさんいます。

生きている私たちは、自分の「いのち」も誰かの「いのち」も大切にしなければなりません。

「いのち」を大切にして生きるとは、どういう生き方をすることなのでしょう。明日は

思いをはせる日にしましょう。 

 

 

 

今週の朝会で表彰していただきました。 

《飯豊の子たいしたもんだプロジェクト》 《めざみの里書き初め大会》 

 最優秀賞  木村 醍也くん       飯豊町教育長賞 鈴木日向多さん 

 優秀賞   渡部萌百香さん       山形新聞社賞  渡部 珠生さん 

金  賞    大谷部陸斗くん 

 

表彰の後は、表現をする時間をとりました。「担

任の先生のいいところを、ご本人に伝えてきて

ください。」という教頭先生の号令で、みんな

一斉に岩瀬先生のところに移動して、笑顔で伝

えていました。 

寂しがっている私に気づいたのでしょうか。

女の子たちが私のところに来て「八木先生のい

いところは……。」と伝えてくれました。優し

い（涙）。表現力も思いやりも、すくすくと育

っている１年生です。 

 

※ 裏面に来週の特別時間割を載せています。学習用具は持ち帰りましょう。 
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 Ｒ５．３．１０（金） 

文責 : 八木 千佳 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト勉強 

NRT 持ち物 

 HB の鉛筆 2，3 本（鉛筆以外の筆記用具は使えません）  

 よく消える消しゴム  

 定規、コンパス（数学） 


